
お問い合わせ先
フリーダイヤル：0120-668001
(受付時間は営業日の午前9時～午後5時です｡)

PCサイト　http://www.smtam.jp/
モバイルサイト　http://m.smtam.jp/

三井住友トラスト･アセットマネジメント株式会社
〒105-8574　東京都港区芝三丁目33番1号

当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）を電磁的方法によりご提供することを定めております。上記ＰＣサイトにアクセスし、
「ファンドを検索する」等から、当ファンドのページを表示させることにより、運用報告書（全体版）を閲覧及びダウンロードすることができます。
なお、ご請求いただいた場合には交付いたしますので、販売会社までお問い合わせください。

当期末
基準価額 18,276円

純資産総額 16,216百万円
騰落率 △11.0％

分配金合計 0円
（注１）以下本書において、基準価額及び分配金は１万口当たりで表

記しています。
（注２）騰落率は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみな

して計算したものです。

受益者のみなさまへ

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。
さて、当ファンドは、このたび、上記の決算を行いました。
当ファンドは、国内、先進国および新興国の公社債お
よび株式等に実質的に分散投資（原則として株式
50％、債券50％）することでリスクの低減をはかりな
がら、投資信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行いました。ここに期間中の運用状況につい
てご報告申しあげます。
今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申しあ
げます。

世界経済インデックスファンド

追加型投信／内外／資産複合

交 付 運 用 報 告 書
第７期 (決算日　2016年１月20日)

（作成対象期間　2015年１月21日～2016年１月20日）
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（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりますの
で、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2015年１月20日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当期の基準価額は米国の景気回復基調や世界的な金融緩和環境、外国為替市場における円安進行などを背景
に2015年６月までは堅調に推移しましたが、その後はギリシャの債務問題や中国の景気減速懸念、原油安などを
背景に当ファンドが投資対象とする国内、先進国および新興国の株式ならびに公社債の多くが軟調に推移したこ
とを受けて、当ファンドの基準価額も下落しました。

組入ファンド 投資資産 基本組入比率 当作成対象
期間末組入比率 騰落率

国内債券インデックス マザーファンド 国内債券 5.0％ 4.4％ 0.6％
国内株式インデックス マザーファンド 国内株式 5.0％ 5.3％ △2.3％
外国債券インデックス マザーファンド 先進国債券 27.5％ 29.6％ △4.0％
外国株式インデックス マザーファンド 先進国株式 27.5％ 27.3％ △8.5％
新興国債券インデックス マザーファンド 新興国債券 17.5％ 16.1％ △18.5％
新興国株式インデックス マザーファンド 新興国株式 17.5％ 15.7％ △23.3％

運用経過の説明

１ 基準価額等の推移
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第７期首：20,530円
第７期末：18,276円（既払分配金０円）
騰落率：△11.0％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

２ 基準価額の主な変動要因
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項目
当期

項目の概要（2015年1月21日～2016年1月20日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 112円 0.540％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は20,718円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （45） （0.216） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （56） （0.270） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （11） （0.054） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 2 0.008 （ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （1） （0.005）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （1） （0.003）

（ｃ） 有価証券取引税 1 0.007 （ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （1） （0.007）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｄ） その他費用 17 0.082 （ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用
監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
その他は、証拠金利息の調整金額等

（保管費用） （16） （0.077）
（監査費用） （1） （0.005）
（その他） （0） （0.000）

合計 132 0.637
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

運用経過の説明

３ １万口当たりの費用明細
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（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとして計算しております。
（注２）分配金再投資基準価額は、2011年1月20日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

2011年１月20日
決算日

2012年１月20日
決算日

2013年１月21日
決算日

2014年１月20日
決算日

2015年１月20日
決算日

2016年１月20日
決算日

基準価額 （円） 12,972 12,000 15,282 18,162 20,530 18,276

期間分配金合計（税引前） （円） － 0 20 20 20 0

分配金再投資基準価額騰落率 （％） － △7.5 27.5 19.0 13.1 △11.0

純資産総額 （百万円） 1,022 1,737 2,751 4,684 10,344 16,216

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

運用経過の説明

４ 最近５年間の基準価額等の推移
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米国の利上げ観測などから債券利回りに上昇圧力がかかる場面も見られたものの、日銀による大規模な国債購入
を背景とする引き締まった需給環境が下支え要因となり当期初からもみ合いで推移しました。2015年７月中旬以
降はギリシャ債務問題や中国の景気減速懸念、原油安、地政学的リスクの高まりなどを背景にリスクを抑制する投
資行動が広がったことから利回りは低下基調となり、当期末にかけて利回りは一段と低下する展開となりました。

米国の景気回復基調などを背景に外国為替市場で円安が進行したことや、国内企業に対する業績回復期待が高
まったことなどを背景に当期初より堅調に推移しました。しかし、2015年８月に中国人民銀行が中国・人民元を実質
的に切り下げたことをきっかけに中国の景気減速懸念が急速に高まり株価は急落しました。その後、世界的な金融
緩和環境を背景に海外株式市場が反発したことから国内株式市場も持ち直す場面も見られましたが、原油価格が
下げ止まらないことが嫌気されたほか、中国の景気減速懸念や地政学的リスクの高まりなどを背景に下落しました。

当期初より米国ではＦＲＢ（米連邦準備理事会）による利上げ観測から、また欧州ではデフレ懸念が後退したことな
どを背景に債券利回りは2015年６月にかけて上昇しましたが、７月中旬以降はギリシャ債務問題や中国の景気減
速懸念、原油安などから利回りは低下基調となりました。その後、12月のＦＯＭＣ（米連邦公開市場委員会）で米
国の利上げが決定されたものの、今後の利上げペースは緩やかなものになるとの見方から債券利回りの上昇は限
定的となり、中国の景気減速懸念や原油安などを背景にリスクを抑制する投資行動が強まり利回りは低下基調と
なりました。
外国為替市場は当期初から６月にかけては円安が進行したものの、その後は中国の景気減速懸念や原油安など
を背景に安全資産として円を選好する動きが強まり、当期末にかけて円高基調となりました。

当期初より米国の景気回復基調やＥＣＢ（欧州中央銀行）による追加金融緩和などを背景に堅調に推移しました
が、2015年６月以降、ギリシャの債務不履行懸念や中国の景気減速懸念などを嫌気し外国株式市場は調整を余
儀なくされました。その後は、ＦＲＢが９月のＦＯＭＣで利上げを見送ったことや、ＥＣＢが追加的な金融緩和を示唆し
たことなどを背景に持ち直す場面もありましたが、原油価格が下げ止まりを見せないことや地政学的リスクが高まっ
たことからリスクを抑制する投資行動が広がり下落する展開となりました。

当期初から原油価格の下落や米国の利上げ観測などを背景に軟調な推移となりました。2015年４月から６月にか
けては世界的な金融緩和環境が下支えする場面も見られましたが、８月以降は中国の景気減速懸念が高まったこ
とや原油価格が下げ止まりを見せず資源関連国に対する先行き不透明感も高まったことから新興国市場への投
資を抑制する姿勢が強まり下落しました。

運用経過の説明

５ 投資環境

国内債券市場

国内株式市場

先進国債券市場

先進国株式市場

新興国債券市場
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当期初から原油価格の下落やギリシャ債務問題などを背景に上値の重い展開となりましたが、2015年４月から５月
にかけては世界的な金融緩和環境を好感し上昇する場面も見られました。しかしながら、６月以降はギリシャの債務
不履行懸念が高まったことや中国の景気減速懸念が高まったことなどを背景に株価は急落しました。その後も原
油価格が下げ止まりを見せず資源関連国に対する先行き不透明感も高まったことから軟調に推移する展開となり
ました。

○当ファンド
国内、先進国および新興国の株式・公社債へ分散投資することにより、信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行いました。各資産への配分は、概ね基本組入比率を維持する運用を行いました。

○国内債券インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合に連動する投資成果を目標として、ベンチマークに合わせてデュレー
ション、債券種別や残存期間を調整しました。また、資金の流出入等に対応するため債券先物取引を利用し、先
物を含む国内債券の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

○国内株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）に連動する投資成果を目標として、現物株式については、東証一
部上場銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外した上で、ベンチマークの個別銘柄構成
比率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。また、設定や解約による資金の流出入等に対応す
るため株価指数先物取引を利用し、先物を含む国内株式の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

○外国債券インデックス マザーファンド
ベンチマークであるシティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）に連動する投資成果を目標として、ベンチ
マークの通貨構成比率やデュレーション・満期構成等の諸属性を極力反映させた運用を行いました。また、資金
の流出入等に対応するため債券先物取引を利用し、先物を含む外国債券の組入比率は期を通じて高位を維持
しました。

○外国株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）に連動する投資成果を目標として、ベンチマークの
個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。また、資金の流出入等に対応するた
め株価指数先物取引を利用し、先物を含む外国株式の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

○新興国債券インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＪＰ モルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバー
シファイド（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として、ベンチマークの通貨構成比率やデュレーション・満
期構成等の諸属性を極力反映させた運用を行いました。

○新興国株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標と
して、ベンチマークの個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行い、また、資金の流出入
等に対応するため株価指数先物取引を利用し、先物を含む新興国株式の組入比率は期を通じて高位を維持し
ました。

運用経過の説明

５ 投資環境

新興国株式市場

６ 当ファンドのポートフォリオ
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当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第７期

2015年１月21日～2016年１月20日
当期分配金 （円） －

（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 8,275
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

運用経過の説明

７ 当ファンドのベンチマークとの差異

８ 分配金
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○当ファンド
主として、下記のマザーファンド受益証券への投資を通じて、国内、先進国および新興国の公社債および株式

（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に実質的に分散投資することでリスクの低減をはかりながら、投資信託財産の
中長期的な成長を目指して運用を行うことを基本とします。株式（DR（預託証券）を含みます。）と債券の基本
資産配分比率は、原則として株式50％、債券50％とします。

○国内債券インデックス マザーファンド
ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合をベンチマークとし、その動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

○国内株式インデックス マザーファンド
原則として東京証券取引所第一部に上場されている銘柄に分散投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動き
に連動する投資成果を目標として運用を行います。

○外国債券インデックス マザーファンド
シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）をベンチマークとし、その動きに連動する投資成果を目標とし
て運用を行います。

○外国株式インデックス マザーファンド
原則としてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式に分散投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス

（円ベース）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

○新興国債券インデックス マザーファンド
主として、新興国の現地通貨建て債券に投資し、ＪＰ モルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・
マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

○新興国株式インデックス マザーファンド
主として、取引所に上場されている新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に投資し、ＭＳＣＩ エマージン
グ・マーケット・インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

一般社団法人投資信託協会「デリバティブ取引等に係る投資制限に関するガイドライン」の一部改正及び「信用
リスク集中回避のための投資制限に係るガイドライン」の制定に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。

（変更日：2015年４月21日）

今後の運用方針

お知らせ
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商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 信託期間は2009年１月16日から無期限です。

運 用 方 針
主として、下記のマザーファンド受益証券への投資を通じて、国内、先進国および新興国の公社債および
株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に実質的に分散投資することでリスクの低減をはかりながら、投資信
託財産の中長期的な成長を目指して運用を行うことを基本とします。

主要投資対象

世界経済インデックスファンド 下記のマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。
国内債券インデックス マザーファンド わが国の公社債を主要投資対象とします。
国内株式インデックス マザーファンド わが国の取引所に上場されている株式を主要投資対象とします。
外国債券インデックス マザーファンド 日本を除く世界の主要国の公社債を主要投資対象とします。

外国株式インデックス マザーファンド 原則として、ＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式を主要投
資対象とします。

新興国債券インデックス マザーファンド 新興国の債券を主要投資対象とします。

新興国株式インデックス マザーファンド 取引所に上場されている新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）を主要
投資対象とします。

運 用 方 法

世界経済インデックスファンド

主として、下記のマザーファンド受益証券への投資を通じて、国内、先進国お
よび新興国の公社債および株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に実質的に分
散投資することでリスクの低減をはかりながら、投資信託財産の中長期的な
成長を目指して運用を行うことを基本とします。株式（DR（預託証券）を含み
ます。）と債券の基本資産配分比率は、原則として株式50％、債券50％とし
ます。

国内債券インデックス マザーファンド ＮＯＭＵＲＡ-ＢＰＩ総合をベンチマークとし、その動きに連動する投資成果を目
標として運用を行います。

国内株式インデックス マザーファンド
原則として東京証券取引所第一部に上場されている銘柄に分散投資を行
い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きに連動する投資成果を目標として運用を
行います。

外国債券インデックス マザーファンド シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）をベンチマークとし、その
動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

外国株式インデックス マザーファンド
原則としてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式に分散投資
を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）の動きに連動する投資成果
を目標として運用を行います。

新興国債券インデックス マザーファンド
主として、新興国の現地通貨建て債券に投資し、ＪＰ モルガン・ガバメント・ボ
ンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド

（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

新興国株式インデックス マザーファンド
主として、取引所に上場されている新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を含みま
す。）に投資し、ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）
に連動する投資成果を目標として運用を行います。

分 配 方 針
年１回、毎決算時に委託会社が基準価額水準、市況動向などを勘案して分配金額を決定します。ただし、
分配を行わないことがあります。
分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益及び売買益（評価益を含みます。）等の全額とし
ます。

当ファンドの概要
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（注１）2011年１月～2015年12月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の平均・最大・最小を、当ファンド及び他の代表的な資産クラ
スについて表示したものであり、決算日に対応した数値とは異なります。

（注２）当ファンドの年間騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算した年間騰落率が記載されていますので、実際の基準価
額に基づいて計算した年間騰落率とは異なる場合があります。

（注３）各資産クラスの指数
日本株・・・・ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）※１

先進国株・・・ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（配当込み、円ベース）※２

新興国株・・・ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）※３

日本国債・・・ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債※４

先進国債・・・シティ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）※５

新興国債・・・ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）※６

海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベース指数を使用しております。
※全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
※１ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）とは、株式会社東京証券取引所（以下「東証」）が算出、公表する指数で、東京証券取引所市場第一部に上

場している内国普通株式全銘柄を対象とした時価総額加重型の株価指数です。「配当込み」指数は、配当収益を考慮して算出した株
価指数です。同指数は、東証の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関する全ての権利は、東証が有してい
ます。なお、東証は、ファンドの設定又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。

※２ＭＳＣＩコクサイ・インデックスとは、MSCI Inc.が開発した日本を除く世界の主要国の株式市場の動きを表す株価指数で、株式時価総
額をベースに算出されます。また「配当込み」指数は、配当収益を考慮して算出した株価指数です。同指数に関する著作権等の知的財
産権及びその他の一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利及び公表を停止する権
利を有しています。

※３ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックスとは、MSCI Inc.が開発した世界の新興国株式市場の動きを表す株価指数で、株式時価
総額をベースに算出されます。また「配当込み」指数は、配当収益を考慮して算出した株価指数です。同指数に関する著作権等の知的
財産権及びその他の一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。また、MSCI Inc.は同指数の内容を変更する権利及び公表を停止する
権利を有しています。

※４ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ国債とは、野村證券株式会社が公表する、国内で発行された公募固定利付国債の市場全体の動向を表す投資収
益指数で、一定の組入れ基準に基づいて構成された国債ポートフォリオのパフォーマンスを基に計算されます。同指数の知的財産権は
野村證券株式会社に帰属します。なお、野村證券株式会社は、同指数の正確性、完全性、信頼性、有用性を保証するものではなく、同
指数を用いて行われる当社の事業活動・サービスに関し一切責任を負いません。

※５シティ世界国債インデックスとは、Citigroup Index LLCが開発した、世界主要国の国債の総合投資収益を各市場の時価総額で加
重平均した債券インデックスです。同指数は、Citigroup Index LLCの知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数
に関するすべての権利は、Citigroup Index LLCが有しています。なお、Citigroup Index LLCは、ファンドの設定又は売買に起因す
るいかなる損害に対しても、責任を有しません。

※６本指数は、信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J.P. Morganはその完全性・正確性を保証するものではありませ
ん。本指数は許諾を受けて使用しています。J.P. Morganからの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認めら
れていません。Copyright 2014, J.P. Morgan Chase & Co. All rights reserved.

代表的な資産クラスとの騰落率の比較

6.9％

45.3%

11.2%
△10.8%

150％

100％

0％

50％

△100％

△50％

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 先進国債日本国債 新興国債

（2011/1～2015/12）

0.4％

65.0％ 65.7％
47.4％

4.5％
34.9％ 43.7％

16.6％ 20.7％ 8.8％ 2.3％ 10.2％

△17.0％ △13.6％ △22.8％ △7.9％ △15.0％

最大値
最小値
平均値
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○組入ファンド
当期末

2016年１月20日
外国債券インデックス マザーファンド 29.6％
外国株式インデックス マザーファンド 27.3％
新興国債券インデックス マザーファンド 16.1％
新興国株式インデックス マザーファンド 15.7％
国内株式インデックス マザーファンド 5.3％
国内債券インデックス マザーファンド 4.4％
その他 1.7％
組入ファンド数 6

（注１）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注２）詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載されています。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

項目 第７期末
2016年１月20日

純資産総額 16,216,119,873円
受益権総口数 8,873,094,446口

１万口当たり基準価額 18,276円
※当期間中における追加設定元本額は5,409,151,344円、同解約元本額は1,574,902,402円です。

当ファンドのデータ

１ 当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
1.7％

親投資信託証券
98.3％

○資産別配分

２ 純資産等
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当ファンドのデータ

３ 組入上位ファンドの概要

外国債券インデックス マザーファンド
○基準価額の推移 ○１万口当たりの費用明細

（2014年５月30日～2015年５月29日）
項目

（a） 売買委託手数料 0円
（先物・オプション） （0）

（b） その他費用 7
（保管費用） （7）
（その他） （0）

合計 7

20,000

25,000

30,000

35,000
（円）

（2014/5/29） （2015/5/29）

（注１）上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2015年５月29日現在のものです。
（注２）１万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の決算期のものです。費用項目の概要等については「運用経過の説明 １万口当たりの

費用明細」をご参照ください。
（注３）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

米ドル
40.9％

ユーロ
39.1％

イギリスポンド
8.2％

カナダドル
2.3％

その他
9.5％

○通貨別配分

アメリカ
42.2％

イタリア
9.7％

フランス
9.5％

イギリス
8.5％

ドイツ
7.6％

スペイン
5.4％

その他
17.1％

○国別配分
その他
0.9％

外国債券
99.1％

○資産別配分

順位 銘柄名 国 組入比率
１ T 0.625% 07/15/16 アメリカ 0.8％
２ T 0.625% 11/15/16 アメリカ 0.7％
３ T 0.75% 01/15/17 アメリカ 0.7％
４ T 2.875% 05/15/43 アメリカ 0.6％
５ T 2.75% 02/15/24 アメリカ 0.6％
６ T 0.875% 01/31/17 アメリカ 0.6％

順位 銘柄名 国 組入比率
７ T 0.625% 12/15/16 アメリカ 0.6％
８ T 3% 02/28/17 アメリカ 0.6％
９ T 1.75% 05/31/16 アメリカ 0.6％
10 T 2.75% 12/31/17 アメリカ 0.5％

組入銘柄数 609
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄
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当ファンドのデータ

３ 組入上位ファンドの概要

外国株式インデックス マザーファンド
○基準価額の推移 ○１万口当たりの費用明細

（2014年５月30日～2015年５月29日）
項目

（ａ） 売買委託手数料 １円
（株式） （0）
（投資信託証券） （0）
（先物･オプション） （1）

（ｂ） 有価証券取引税 3
（株式） （3）
（投資信託証券） （0）

（ｃ） その他費用 7
（保管費用） （7）
（その他） （0）

合計 11
15,000

17,500

20,000

22,500

25,000

（2014/5/29） （2015/5/29）

（円）

（注１）上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2015年５月29日現在のものです。
（注２）１万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の決算期のものです。費用項目の概要等については「運用経過の説明 １万口当たりの

費用明細」をご参照ください。
（注３）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

米ドル
62.7％

その他
7.7％

ユーロ
12.9％

イギリスポンド
8.7％

スイスフラン
4.0％

カナダドル
4.0％

○通貨別配分

アメリカ
62.9％イギリス

8.8％

フランス
4.1％

スイス
4.0％

カナダ
4.0％

ドイツ
3.8％

その他
12.4％

○国別配分

外国株式
96.7％

その他
3.3％

○資産別配分

順位 銘柄名 国 組入比率
１ APPLE INC アメリカ 2.3％
２ MICROSOFT CORP アメリカ 1.1％
３ EXXON MOBIL アメリカ 1.1％
４ JOHNSON & JOHNSON アメリカ 0.9％
５ GENERAL ELECTRIC CO アメリカ 0.8％
６ WELLS FARGO & CO アメリカ 0.8％

順位 銘柄名 国 組入比率
７ NESTLE SA - REGISTERED スイス 0.8％
８ JPMORGAN CHASE & CO アメリカ 0.8％
９ NOVARTIS スイス 0.7％
10 PROCTER & GAMBLE CO アメリカ 0.7％

組入銘柄数 1,330
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄
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当ファンドのデータ

３ 組入上位ファンドの概要

新興国債券インデックス マザーファンド
○基準価額の推移 ○１万口当たりの費用明細

（2014年11月11日～2015年11月10日）
項目

（a） その他費用 32円
（保管費用） （32）

合計 32

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

（2014/11/10） （2015/11/10）

（円）

順位 銘柄名 国 組入比率
１ COLOM 7.75％ 04/14/21 コロンビア 3.4％
２ SAGB 10.5％ 12/21/26 南アフリカ 1.8％
３ COLOM 4.375％ 03/21/23 コロンビア 1.8％
４ INDOGB 8.375％ 03/15/24 インドネシア 1.6％
５ THAIGB 3.875％ 06/13/19 タイ 1.6％
６ COLOM 9.85％ 06/28/27 コロンビア 1.6％

順位 銘柄名 国 組入比率
７ THAIGB 3.65％ 12/17/21 タイ 1.5％
８ BLTN 0％ 07/01/17 ブラジル 1.5％
９ BNTNF 10％ 01/01/21 ブラジル 1.3％
10 BLTN 0％ 01/01/18 ブラジル 1.2％

組入銘柄数 172
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2015年11月10日現在のものです。
（注２）１万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の決算期のものです。費用項目の概要等については「運用経過の説明 １万口当たりの

費用明細」をご参照ください。
（注３）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
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10.3%

ブラジルレアル
10.6%その他

15.4%

コロンビアペソ
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9.5%
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9.5%
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9.9%

○通貨別配分
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9.8%
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6.8%
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外国債券
99.4%

○資産別配分

○上位10銘柄
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14

当ファンドのデータ

３ 組入上位ファンドの概要

新興国株式インデックス マザーファンド
○基準価額の推移 ○１万口当たりの費用明細

（2014年11月11日～2015年11月10日）
項目

（ａ） 売買委託手数料 9円
（株式） （6）
（新株予約権証券） （0）
（投資信託証券） （1）
（先物・オプション） （3）

（ｂ） 有価証券取引税 5
（株式） （5）
（新株予約権証券） （0）
（投資信託証券） （0）

（ｃ） その他費用 57
（保管費用） （57）

合計 71
15,000

20,000

25,000

30,000
（円）

（2014/11/10） （2015/11/10）

順位 銘柄名 国 組入比率
１ SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD 韓国 3.4％
２ TAIWAN SEMICONDUCTOR 

MANUFAC 台湾 2.8％
３ TENCENT HOLDINGS LTD ケイマン諸島 2.7％
４ CHINA MOBILE (HONG 

KONG) LIMITED-R 香港 1.9％
５ CHINA CONSTRUCTION BANK-H 中国 1.6％
６ NASPERS LTD-N SHS 南アフリカ 1.6％

順位 銘柄名 国 組入比率
７ IND&COMM BK OF CHINA-H 中国 1.2％
８ BANK OF CHINA LTD-H 中国 1.0％
９ HON HAI PRECISION INDUSTRY 台湾 1.0％
10 PING AN INSURANCE GROUP CO-H 中国 0.8％

組入銘柄数 817
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2015年11月10日現在のものです。
（注２）１万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の決算期のものです。費用項目の概要等については「運用経過の説明 １万口当たりの

費用明細」をご参照ください。
（注３）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
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台湾
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○上位10銘柄
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当ファンドのデータ

３ 組入上位ファンドの概要

国内株式インデックス マザーファンド
○基準価額の推移 ○１万口当たりの費用明細

（2014年５月30日～2015年５月29日）
項目

（ａ） 売買委託手数料 ０円
（株式） （0）
（先物・オプション） （0）

合計 0

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000
（円）

（2014/5/29） （2015/5/29）

（注１）上位10銘柄、資産別・国別・通貨別配分のデータは2015年５月29日現在のものです。
（注２）１万口当たりの費用明細は組入ファンドの直近の決算期のものです。費用項目の概要等については「運用経過の説明 １万口当たりの

費用明細」をご参照ください。
（注３）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

円
100.0%

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内株式
97.9%

その他
2.1%

○資産別配分

順位 銘柄名 国 組入比率
１ トヨタ自動車 日本 4.7％
２ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本 2.9％
３ 三井住友フィナンシャルグループ 日本 1.7％
４ ソフトバンク 日本 1.6％
５ 本田技研工業 日本 1.5％
６ みずほフィナンシャルグループ 日本 1.5％

順位 銘柄名 国 組入比率
７ 日本電信電話 日本 1.3％
８ ファナック 日本 1.1％
９ 日本たばこ産業 日本 1.1％
10 ＫＤＤＩ 日本 1.1％

組入銘柄数 1,837
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄
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